
「
子
供
の
頃
か
ら
制
服
、
制
帽
に
憧
れ

て
い
た
の
で
、
今
日
は
嬉
し
い
!
」
と
、

元
宝
塚
ス
タ
ー
男
役
の
風
さ
や
か
さ
ん
。

9
月
2
1
日
!
3
0
日
ま
で
の
全
国
交

通
安
全
運
動
に
先
が
げ
、
2
0
日
午
前
丑

時
よ
り
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
で

「
一
日
生

田
警
察
署
長
」

に
任
命
さ
れ
て
、
白
い

手
袋
で
サ
ッ
と
挙
手
。
思
わ
ず
カ
ッ
コ

\

ヽ
ヽ
ヽ

l
し
,

l
i
Y

全
国
交
通
安
全
運
動
に
セ
ン
タ
ー
街
で

風
さ
や
か
・
一
日
生
田
警
察
署
長

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
東
通
商
店
街

"
愛
と
夢
シ
ョ
ー
“

風

さ
や
か
と

森
田
ま
き
お

「
今
日
か
ら
交
通
安
全
運
動
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
ご
自
分
の
生
命
を
大
切
に
、

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
ル
ー
ル

を
守
っ
て
車
を
運
転
し
ま
し
ょ
う
」

と

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
県
警
の
音
楽
隊
の

演
奏
に
合
わ
せ
神
戸
の
歌
、
3
曲
メ
ド

レ
ー
を
熱
唱
し
た
。

三
宮
セ
ン
タ
1
街
の
パ
レ
ー
ド
は
、

生
田
署
長
や
婦
人
会
会
長
さ
ん
た
ち
と

共
に
横
断
幕
を
持
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
街

東
口
か
ら
西
口
ま
で
元
気
よ
く
孤
爽
と

…
。
憧
れ
は
交
通
安
全
週
間
と
共
に
。

1
0
月
8
日
・
9
日
の
連
休
は
、
三

宮
セ
ン
タ
ー
街
東
通
商
店
街
の
ア
ー
ト

モ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
に
。
愛
と
夢
の
シ
ョ

ー
“
を
2
回
公
演
。
風
さ
や
か
の
唄
と

踊
り
、
森
田
ま
さ
あ
の
オ
ー
ボ
エ
演
奏

は
、
連
休
を
盛
り
上
げ
た
。

1
0
月
1
0
日
は
体
育
の
日
。
宝
塚
市

武
田
尾
の
社
会
福
祉
法
人
「
希
望
の
家
」

の
合
同
運
動
会
に
、
風
さ
や
か
が
フ
ァ

ン
や
リ
ス
ナ
ー
た
ち
と
一
緒
に
参
加
。
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大
玉
転
が
し
や
風
船
割
り
、
借
り
も
の
競
走
な
ど

に
童
心
に
帰
っ
て
、
車
椅
子
の
人
た
ち
も
ニ
コ
ニ

コ
と
明
る
く
思
い
っ
き
り
楽
し
く
感
動
的
な
運
動

会
。昼

食
の
あ
と
は
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
。

「
玉
入
れ
は
小
学
校
以
来
は
じ
め
て

よ
」

と
大
暴
れ
。
み
な
集
ま
っ
て

の
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
は
最
高
!

全
員
に
握
手
を
し
、
車
椅
子

希
望
の
家
"
秋
の
運
動
会
“

ニ
コ
ニ
コ
一
騎
に
遊
ん
だ
一
日

の
人
に
は
頬
ず
り
し
抱
き

し
め
る
風
さ
や
か
に
、

お
互
い
の
パ
ワ
ー
と
愛

の
か
け
橋
で
暖
か
く
、

笑
顔
と
笑
顔
に
生
き
て

い
る
感
動
が
感
動
を
呼

ん
だ
。
「
来
年
も
必
ず

来
ま
す
よ
!
」

と
指
切

毎週日曜PMl "00-PM「 l:30ラジオ関西558にて好評ON-AIR

提供/おしやれは足元から…神戸・三宮ノI鶴のモソタ078-391-9283

り
し
て
、
想
い
出
に
残
る
秋
の
運
動
会
は
大
成
功
!

67

さやかとさやかスタッフで手造りのプレゼントを。
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ま
だ
冬
に
は
早
す
ぎ
る
朝
の
光

の
中
で
、
マ
ロ
ニ
エ
の
枯
れ
葉
が

身
を
丸
め
る
よ
う
に
、
ド
ア
の
外

の
レ
ン
ガ
の
上
に
散
り
落
ち
て
い

ま
し
た
。

里
山
で
は
木
々
が
色
づ
き
、
実

を
結
び
、
豊
か
な
成
熟
の
時
を
刻

む
の
で
し
ょ
う
。
豊
潤
な
こ
の
シ

ー
ズ
ン
、
私
に
と
っ
て
も
、
心
安

ら
ぐ
充
実
の
時
で
も
あ
る
の
で
す
。

木村多恵子の 脇IloのSeason
柔らかな光の中で

豊潤な時に包まれて
ー親愛なるあなたに-

一一一ナ毒牢
園圏

i95ウィスコンシン州クレメンス教授の庭園にて

きむらたえこくライフクリエーター>

グラフィックデザイナー、インチノアデザイナーの

仕事を離れ、.76へ.80ロサンゼルス滞在。 i80へ

.92芦屋大丸ライフコーディネーター。 i92-i94ミ

ネソタ大学ESL留学。 iO3梅花短期大学インチノ

ア特別講座講師。.04大阪ガスインチノアスクー

ル特別講師。 写真/木村多恵子

ご
無
沙
汰
の
友
人
た
ち
へ
の
手

紙
も
認
め
た
い
、
読
み
か
け
の
本

も
読
み
上
げ
た
い
、
林
檎
の
ジ
ャ

ム
も
作
り
た
い
、
み
ん
な
楽
し
い

仕
事
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
午
後

の
ひ
と
時
、
一
杯
の
お
い
し
い
紅

茶
は
、
ど
ん
な
に
心
を
満
た
し
、

豊
か
な
喜
び
と
な
る
で
し
ょ
う
。

「
一
杯
の
お
い
し
い
紅
茶
」

こ

の
心
安
ら
ぐ
言
葉
を
口
に
す
る
時

手
に
取
っ
て
み
た
く
な
る
、
ジ
ョ

ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
機
知
と
ユ

ー
モ
ア
溢
れ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

オ
ー
ウ
エ
ル
流
・
完
全
な
紅
茶

の
い
れ
か
た
を
試
し
て
み
ま
し
た
。

○
紅
茶
は
ポ
ッ
ト
で
い
れ
る
こ

と
。
ポ
ッ
ト
は
陶
磁
器
、
つ
ま
り

土
で
で
き
た
も
の
で
な
い
と
だ
め

だ
。
銀
で
は
不
味
く
な
る
。
○
ポ

ッ
ト
は
温
め
て
お
く
こ
と
。
湯
で

す
す
ぐ
よ
り
暖
炉
の
棚
の
台
に
の

せ
て
温
め
る
の
が
よ
い
。
○
葉
は

68
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は
じ
め
に
ポ
ッ
ト
に
入
れ
る
こ
と
。

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
使
っ
た
り
、
モ

ス
リ
ン
の
袋
に
入
れ
た
り
紅
茶
を

封
じ
こ
め
る
細
工
を
し
て
は
い
け

な
い
。
湯
は
葉
に
ぶ
つ
か
る
そ
の

瞬
間
に
も
沸
騰
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
○
カ
ッ
プ
は
浅
く
て

平
た
い
形
は
使
わ
な
い
。
満
足
に

飲
み
は
じ
め
な
い
う
ち
に
冷
め
て

し
ま
う
。
○
紅
茶
に
入
れ
る
ミ
ル

ク
か
ら
乳
脂
分
を
と
り
の
ぞ
く
。

乳
脂
が
多
す
ぎ
る
と
き
ま
っ
て
む

か
つ
く
よ
う
な
味
に
な
る
。
○
紅

茶
が
先
か
、
ミ
ル
ク
が
先
か
、
こ

こ
が
最
大
の
議
論
の
一
つ
で
、
イ

ギ
リ
ス
の
家
庭
で
は
、
こ
の
点
を

め
ぐ
っ
て
二
派
に
わ
か
れ
る
と
言

っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
紅
茶
を
先

に
注
ぎ
、
ミ
ル
ク
を
注
ぎ
な
が
ら

か
き
ま
わ
し
て
い
れ
ば
そ
の
量
を

正
確
に
加
減
で
き
る
と
い
う
の
も
、

反
論
の
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
紅
茶
に
は
砂
糖
を
入
れ

て
は
い
け
な
い
。
せ
っ
か
く
の
紅

茶
の
風
味
を
損
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
で
は
、
ど
う
し
て
紅
茶
好
き
と

い
え
よ
う
。

オ
ー
ウ
エ
ル
が
逝
っ
て
半
世
紀
、

イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
で
の
紅
茶
を
め

ぐ
る
論
議
は
、
そ
の
後
も
つ
き
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
あ
な
た
は
ミ
ル
ク
が
先

で
す
か
、
紅
茶
が
先
で
す
か
。
秋

の
夜
長
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
を
開
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

「葛杯のおいしい紅茶」ジョージオーウエル普 小野寺建綜訳
湖北社 二〇〇-年第五刷

ヽヽサ..
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ひろ はら まき∴∴ゆき

平原誠之

魂を奏でる奇蹟のピアニスト

「
鬼
才
」
と
称
さ
れ
る
平
原
誠
之
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
演
奏
時
間
は
な
ん
と
5
時
間
、
拍

手
は
鳴
り
止
ま
ず
、
ア
ン
コ
ー
ル
は
1
 
0
曲
以
上
に
及
ん
だ
。

幼
少
の
頃
に
ピ
ア
ノ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
も
の
の
、
1
7
歳
よ
り
独
学
の
道
を
選
び
、

音
大
に
進
む
こ
と
な
く
独
自
の
世
界
を
確
立
す
る
。
そ
の
演
奏
ス
タ
イ
ル
は
何
も
の
に

も
と
ら
わ
れ
ず
、
音
楽
評
論
家
・
森
永
勝
氏
よ
り
「
平
原
音
楽
」
と
命
名
さ
れ
る
ほ
ど
。

平
原
の
所
属
す
る
ブ
ラ
ー
ビ
音
楽
事
務
所
代
表
・
今
治
種
子
さ
ん
は
、
彼
の
才
能
に
惚

れ
こ
み
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
平
原
の
演
奏
は
、
神
様
が
下
り
て
き

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
の
!
」
。
彼
の
音
楽
に
惹
か
れ
る
人
々
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
ご
と
に
増
え
て
い
る
。
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ん
か
聴
い
た
こ
と
な
か
っ
た
」
「
音
楽

は
ジ
ャ
ズ
だ
け
」
「
演
歌
だ
け
」
と
い
う
フ
ァ
ン
も
多
い
と
い
う
。
演
奏
会
で
は
、
シ
ョ

パ
ン
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
は
じ
め
、
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
、
美
空
ひ
ば
り
、

童
謡
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
及
ぶ
。

平
原
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
事
前
に
ピ
ア
ノ
に
会
い
に
行
く
。
「
彼
は
生
き
て
い
る
ん
で
す

よ
。
た
だ
の
機
械
じ
ゃ
な
い
。
ぼ
く
は
高
価
な
ど
ア
ノ
じ
ゃ
な
く
て
も
良
い
ん
で
す
。

ど
ん
な
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
も
、
そ
の
ピ
ア
ノ
に
純
粋
な
心
が
宿
っ
て
い
れ
ば
…
」
。

70

【コンサート予定】

獲11/23 (水) -27(日)はしふいつくぴいなす5日間船上ピアノコンサート

in屋久島"種子島・奄美大島

臆12/4 (日)モーツァルトサロン芦屋「モーツァルト祭」

臆12/16 (金)風見鶏の純

音12/23 (全貌)ピフレ大ホール(長田)臆お問い合わせ:密078鵜921-7131
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李浩麗
<声楽家>

海に架かる歌声

神
戸
生
ま
れ
、
台
湾
育
ち
、
高
校
2
年
生
晴
に
来
日
、
大
阪
音
楽
大
学
卒
業
。

現
在
、
香
住
町
か
ら
移
築
し
た
古
民
家
を
集
会
所
と
し
て
再
生
さ
せ
た
「
御
蔵
古
民

家
」
で
3
カ
月
に
一
度
「
尋
常
小
学
唱
歌
&
童
謡
サ
ロ
ン
」
を
開
い
て
い
る
。
尋
常
小

学
校
の
教
科
書
に
登
場
し
て
い
た
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
唱
歌
、
童

謡
を
、
古
民
家
の
中
で
歌
う
。
い
ろ
り
の
そ
ば
、
柱
時
計
、
神
棚
の
下
。
子
供
の
頃
を

思
い
出
す
お
年
寄
り
か
ら
、
昔
の
日
本
の
生
活
を
伝
え
聞
く
人
々
の
交
流
の
場
、
そ
し

て
震
災
で
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
ご
近
所
さ
ん
と
の
再
会
の
場
と
も
な
っ
て
い
る

「
私
は
『
融
合
』
で
は
な
く
、
『
共
存
』
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
音
楽
で
も
、

人
と
の
つ
き
あ
い
で
も
そ
う
。
共
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
互
い
の
世
界
が
壊
れ
る

こ
と
な
く
出
会
い
、
別
世
界
を
創
り
だ
す
の
で
す
」
。
そ
れ
は
台
湾
人
で
あ
る
彼
女
が
、

日
本
の
古
い
民
家
で
日
本
の
唱
歌
を
歌
う
こ
と
、
海
外
の
古
い
民
族
楽
器
を
演
奏
す
る

日
本
人
ア
⊥
T
ィ
ス
ト
た
ち
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
、
す
べ
て
に
共
通
す
る
精
神
。

私
た
ち
は
、
彼
女
の
音
楽
と
い
う
ツ
ー
ル
で
中
国
や
台
湾
に
出
会
い
、
日
本
に
も
出
会

う
。
そ
れ
は
彼
女
が
歌
声
で
海
に
架
け
る
「
友
好
の
架
け
橋
」
の
形
だ
。

【コンサート予定】

喜「1/23 (水禍)兵庫県立美術館「音楽でたどるシルクロードの旅Ⅱ一アジア"インドー」

臆12/1「 (日)長田御蔵古民家「尋常小学唱歌&童謡サロンVol,4」

賀お問い合わせ: 078-230鵜0400
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魂
を
一
打
に
込
め
て
-

和
太
鼓
の
響
き
に
、
マ
リ
ン
バ
、
ケ
ー
ナ
、

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
な
ど
の
西
洋
楽
器
、
民
族

楽
器
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
新
し

い
音
楽
世
界
を
創
り
出
し
た
「
和
太
鼓
松
村
組
」

は
、
今
年
、
結
成
1
0
年
を
迎
え
た
。
「
自
分
た

ち
独
自
の
色
を
模
索
し
て
き
た
1
0
年
、
だ
ん

だ
ん
方
向
性
が
見
え
て
き
た
と
思
う
」

と
、

代
表
の
松
村
公
彦
は
言
う
。
日
本
古
来
か
ら
、

お
祭
り
や
儀
式
で
登
場
し
て
い
た
和
太
鼓
を

楽
器
と
し
て
、
そ
の
響
き
を
音
楽
と
し
て
と

ら
え
た
演
奏
は
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
惹
き
つ

け
て
き
た
。

今
年
8
月
に
は
、
ド
イ
ツ
・
ブ
リ
ス
ベ
ン

公
演
で
大
成
功
を
お
さ
め
、
他
、
中
東
の
オ

マ
ー
ン
や
カ
タ
ー
ル
な
ど
、
世
界
各
国
に
活

躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
震
災
後
の
神
戸
で

誕
生
し
た
和
太
鼓
の
響
き
は
、
今
世
界
に
羽

ば
た
い
て
い
る
。

n
月
2
7
日

(
日
)

の
神
戸
公
演
を
皮
切
り

に
全
国
各
地
を
ま
わ
る
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
「
千

樹
」
。
タ
イ
ト
ル
で
あ
る

「
千
樹
」

は
、
「
一

人
一
人
が
し
っ
か
り
根
を
生
や
し
、
大
き
な

幹
に
な
る
。
そ
の
太
い
幹
が
集
ま
っ
て
、
ひ

と
つ
の
山
に
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
。

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
発
揮
し
、

ひ
と
つ
の
音
楽
を
創
り
あ
げ
る
和
太
鼓
松
村

組
の
音
楽
世
界
を
表
わ
し
て
い
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
2
0
0
5
̃
6
「
千
樹
」

日
月
2
7
日
(
日
)

1
 
4
時
0
0
分
間
演

神
戸
文
化
ホ
ー
ル

密
0
了
8
-
3
5
1
`
3
5
3
5
(
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
)

丁
寓
p
ミ
ミ
∈
肌
ミ
a
d
a
j
k
?
∃
営
s
u
∃
u
「
a
〇
〇
〇
∃
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ヤ
ン
チ
ャ
者
が
集
ま
っ
た
集
団

「
組
・
村
八
分
」

の
旗
揚
げ
は
2
0
0
1
年
。

世
話
人
の
大
黒
を
中
心
に
、
組
員
は
2
0
人
限

定
、
名
づ
け
親
は
画
家
の
西
村
房
子
さ
ん
。

組
員
の
主
な
活
動
は

「
呑
み
会
」

「
舞
台
の
裏

方
」

「
役
者
」

「
面
白
い
遊
び
」
。
組
の
掟
な
し
、

組
費
な
し
、
組
員
の
良
識
に
ま
か
せ
て
、
す

べ
て
自
由
。
た
だ
、
ス
テ
ー
ジ
ネ
ー
ム
は
、

舞
台
に
関
係
あ
る
も
の
か
ら
取
っ
て
い
ま
す
。

組
員
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
大
黒
(
大
黒
幕
)
、

ば
ー
る

(
大
工
道
具
)
、
の
こ

(
大
工
道
具
)
、

K
y
a
七
a
t
S
u

(
脚
立
)
、
ご
す
ん
釘

(
五

寸
釘
)
、
墨
壷

(
大
工
道
具
)
、
美
針
(
ミ
シ
ン
)
、

け
み
蛍

(
舞
台
用
具
・
釣
り
用
具
)
、
紗

(
紗

幕
)
、
場
実
理

(
場
ビ
リ
)
、
イ
ン
パ
ク
ト

(
大

工
道
具
)
、
ぽ
ん
ち

(
舞
台
用
具
)
、
雅
・
来

昌
子

(
黒
子
)
、
寸
覚

(
寸
角
材
)
、
静

(
舞

台
用
具
)
、
一
文
字
(
一
文
字
幕
)
、
か
ん
な

(
大

工
道
具
)
、
く
さ
び

(
ク
サ
ビ
)
、
Z
 
e
i
R
 
a

(
照
明
用
具
)
、
ひ
ら
た
い

(
舞
台
用
具
)
。
な

か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
で
、
ち
ょ
っ
と
ヤ
ン
チ
ャ

者
た
ち
の
集
ま
り
で
す
…
こ
れ
が
組
の
名
前

の
由
来
で
し
ょ
う
が
̃

今
後
も
、
大
い
に
呑
み
、
自
分
の
こ
と
は

棚
に
上
げ
、
芝
居
の
仲
間
を
こ
き
下
ろ
し
、

自
由
に
遊
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
写
真
は
9
月
2
3
日
!
2
5
日
「
タ
ダ
シ
キ
コ
ト
」
公

演
後
舞
台
に
て
撮
影
。
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
も
二
週
間
前
に
全

て
S
O
」
D
 
O
U
丁
。
ご
観
劇
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
(
大
黒
)
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初めて神戸の街を走ったのは平成2年4月7日15年間の歴史ある循環バスですグ)-ンを基調に「異人館」をイメージしたレトロ調のバスは

(北野・旧居留地・南京町・メリケンパーク"ハーバーランドなど)神戸都心部の主要観光スポットを1周約70分で巡ります 車内では、ガイドが

神戸の街をご案内します乗り降りが自由にできる1日乗車券が便利でお得です1日乗車券を呈示するとルート沿線の観光施設等の割引サー
ビスが受けられますシティー・ルーブで気軽にでかけてみませんか?

【運行ルート】中突堤→モザイク北(土日祝のみ。平日はモザイク前、ハーバーランド、神戸駅南口に倖卑しまず) →栄町(南京町) →
(主輔弼のみ記載)三宮→北野工房のまち→北野異人館→新神戸ロープウェー前→新神戸駅前→三宮→元町(南京町) →中突堤≪循環≫

【料

金】:讃課金奏措叢提議胃鵠濫据器冨※諾蒜器諾護腎

【運行時間】 ≡冨視認〔瀧莞震謹言璃※讃諜諾恐藷がありますoなお、交蜘工事などにより予告なくルートを

【お聞合せ先】神戸交通振興(株) Tei(078) 304鵜2226 (年中無休) http:〃www,kctp.c○.jp
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神肩の襲い

75

が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
に

夜
は
賑
や
か

酒
庫
の
庭

小
鼓
子

猛
暑
か
ら
逃
れ
た
9
月
2
7

日
の
夕
べ
、
神
戸
ベ
イ
シ
ェ

ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
&
タ
ワ
ー
ズ
で
、

食
材
豊
か
と
評
判
の
日
本
料

理
と
、
誉
れ
高
い
西
山
酒
造

場
の
日
本
酒

「
小
鼓
」
を
愉

し
む
宴
に
、
約
7
0
名
が
集
っ

た
。
幹
事
の
中
島
典
子
さ
ん

の
演
出
に
よ
る
秋
の
草
花
を

愛
で
な
が
ら
、
西
山
裕
三
社

長
の
ア
ー
ト
な
心
で
つ
く
ら

れ
た
、
ま
す
ま
す
磨
き
が
か

か
っ
た
美
酒
に
酔
い
し
れ
た
。

燦
l
菰
◎
画
壇

1
0
月
3
日
、
北
野
ク
ラ
ブ

ソ
ラ
で
の
秋
の
宴
に
約
1
0
0
人

が
集
っ
た
。
「
神
戸
の
顔
な
の

で
神
戸
っ
子
が
消
え
る
と
困
る
」

と
井
戸
兵
庫
県
知
事
。
「
よ
み

が
え
っ
た
神
戸
っ
子
が
こ
の

よ
う
な
集
い
を
開
か
れ
た
の

は
嬉
し
い
」
と
矢
田
神
戸
市
長
。

「
死
に
か
け
た
本
が
皆
様
の
声

援
に
応
え
た
」
と
石
阪
画
伯
。

広
が
る
神
戸
の
夜
景
。
料

理
も
美
味
。
西
脇
葉
子
さ
ん

の
大
人
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
酔
い
、

神
戸
の
ま
ち
に
生
き
る
喜
び

を
感
じ
た
一
夜
だ
っ
た
。
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わ
り
か
ら
五
世
紀
の

兵
庫
県
最
大
の
前
方

四
十
年
か
ら
十
年
の

問
を
か
け
て
、
復
元
さ
れ
た

円
墳
で
す
。
そ
し
て
、
昭
和
-
刊

小
さ
な
精
霊
ト
ゥ

天
気
の
中
、
大
き
な
一

「
う
ひ
ゃ
̃
 
、
き
ゃ

遊
ん
で
い
ま
し
た
。リ

ノ
ノ
」

V
ノ

計㌻醐
聞壱昭
圏園田

す
が
す
が
し
い

五
色
塚
古
墳
で

四
世
紀
の
終

か
け
て
築
造
さ
れ
た

の
で
し
た
。

健二藤原

両難襲担
第 十五 話

五色場古輔の認

重工案里

「
誰
じ
ゃ
̃
?
わ
し
め
眠
り
を

さ
ま
た
げ
る
や
つ
は
」

突
然
大
き
な
声
で
と
も
に
、

五
色
塚
古
墳
の
中
か
ら
何
者
か

が
そ
の
姿
を
現
し
た
の
で
し
た
。

彼
は
、
そ
の
昔
こ
の
地
を
支
配

し
て
い
た
満
室
カ
イ
オ
ウ
で
す
。

カ
イ
オ
ウ
は
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
を

見
た
と
だ
ん
言
い
ま
し
た
。

「
お
お
っ
!
お
前
は
フ
ロ
ー
ラ
で

は
な
い
か
‖
」
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ど
う
や
ら
彼
は
、
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
を

そ
の
昔
、
愛
し
た
女
性
フ
ロ
ー
ラ
だ
と

勘
違
い
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
さ
ぁ
、
も
う
一
度
共
に
こ
の
地
上
を
治

め
よ
う
ぞ
!
」

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
は
、
突
然
の
誘
い
に

戸
惑
っ
た
様
子
で
す
。
そ
ん
な
様
子
を

見
た
ビ
ッ
グ
が
言
い
ま
し
た
。

「
お
い
っ
!
お
前
何
言
っ
と
ん
や
け
そ
い

つ
は
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
や
ぞ
‖
‥
」

す
る
と
・
・

「
こ
の
無
礼
者
‖
‥
わ
し
か
ら
フ
ロ
ー
ラ
を

奪
お
う
と
す
る
気
じ
ゃ
な
げ
」

「
な
に
を
̃
=
」

ヽ
▼摺

、
争

こ
う
し
て
、
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
を
め
ぐ
っ

て
、
二
人
の
大
き
な
精
霊
の
大
相
撲
が
始

ま
っ
た
の
で
し
た
。
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頼
朝
の
首
を
!
…
と
叫
ん
で
狂
死
す
る
清
盛

中
右

瑛

78

平
治
の
乱

(
一
一
五
九
)

以
来
、
平
家
と
源
氏
の
宿

命
的
な
対
決
が
は
じ
ま
る
。

頼
朝
の
父
・
義
朝
が
清
盛
に
追
わ
れ
て
東
に
下
る
途

中
暗
殺
さ
れ

(
一
一
六
〇
)
、
憎
悪
が
ま
す
ま
す
深
ま

る
。
義
朝
の
愛
妾
・
常
盤
御
前
は
、
牛
若

(
義
経
)
、

音
若
、
今
若
の
三
人
の
幼
い
子
を
連
れ
て
逃
げ
た
が
捕

ら
わ
れ
の
身
と
な
り
、
清
盛
の
妾
と
な
る
こ
と
で
三
人

の
子
は
助
命
さ
れ
た
。

頼
朝
は
十
二
歳
、
伊
豆
の
国
・
蛭
が
島
に
流
さ
れ
た
。

以
来
、
雌
伏
二
〇
年
、
源
氏
再
興
の
機
会
を
窺
い
続
け
、

や
っ
と
の
こ
と
旗
揚
げ
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

治
承
四

(
一
一
八
〇
)

年
、
頼
朝
は
伊
豆
の
山
木
判

官
兼
高
を
倒
し
て
初
戦
を
飾
っ
た
。

頼
朝
の
従
兄
弟
の
木
曾
義
仲
も
頼
朝
に
続
い
て
兵
を

挙
げ
、
世
に
言
う
「
倶
利
和
羅
峠
の
奇
襲
」

で
快
勝
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
旭
将
軍
」

の
異
名
を
と
る
す

さ
ま
じ
い
勢
い
の
義
仲
、
妻
の
巴
御
前
は
後
白
河
法
皇

や
頼
朝
の
策
略
に
か
か
り
、
義
経
に
よ
っ
て
粛
清
さ
れ

た
。「

富
士
川
の
合
戦
」

は
じ
め
、
合
戦
の
こ
と
ご
と
く

は
源
氏
方
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
。

京
都
に
戻
っ
た
清
盛
は
、
源
氏
台
頭
の
す
さ
ま
じ
い

勢
い
に
脅
威
す
ら
感
じ
て
い
た
。
そ
の
首
謀
者
・
頼
朝

追
討
に
、
息
子
の
宗
盛
を
関
東
に
派
遣
し
よ
う
と
し
て

い
た
矢
先
、
原
因
不
明
の
熱
病
に
躍
っ
た
。

清
盛
は
、
高
熱
の
中
で
、
ひ
ど
く
う
な
さ
れ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
者
の
怨
念
に
と
り
つ
か
れ
た
の
だ
。
三
日
三

晩
悶
え
苦
し
ん
だ
末
に

「
頼
朝
の
首
を
!
墓
前
に
…
」

と
の
遺
言
を
残
し
て
狂
死
し
た
。
治
承
五

(
一
一
八

一
)

年
二
月
、
と
き
に
六
十
四
歳
。
遺
骨
は
、
彼
が
生

涯
で
最
も
力
を
注
い
だ
摂
津
の
経
が
島

(
神
戸
・
築
島
)

に
納
め
ら
れ
た
。

図
に
は
、
高
熱
に
腿
さ
れ
狂
う
清
盛
。
薙
髪
し
て
浄

海
入
道
と
称
し
た
清
盛
の
頭
は
、
の
び
ほ
う
だ
い
の
ざ

ん
ば
ら
髪
。
一
心
不
乱
に
祈
る
清
盛
の
正
室
・
二
位
の

局
・
時
子
。
清
盛
の
壮
絶
な
最
期
に
う
な
だ
れ
瞑
目
す

る
宗
盛
。
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
獄
の
亡
者
た
ち
。
燃
え

盛
る
地
獄
の
鬼
火
。
赤
鬼
、
青
鬼
そ
れ
に
閻
魔
大
王
が

恐
ろ
し
い
形
相
で
迫
っ
て
く
る
。

こ
の
図
を
描
い
た
絵
師
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け

て
活
躍
し
た
最
後
の
浮
世
絵
師
・
大
蘇
芳
年
。
歴
史
絵

を
よ
く
描
き
、
な
か
で
も
武
士
や
、
そ
の
修
羅
場
も
の

を
得
意
と
し
た
。
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l

大詰芳年画「平清盛炎焼病之図」

二
〇
年
ほ
ど
前
に
ア
メ
リ
カ
で

「
将
軍
ブ
ー
ム
」
が

起
き
た
が
、
浮
世
絵
が
注
目
さ
れ
、
サ
ム
ラ
イ
絵
の
芳

年
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。
サ
ム
ラ
イ
、
ハ
ラ
キ
リ
な
ど
、

彼
は
常
に
、
死
に
直
面
し
た
武
士
の
世
界
を
絵
に
取
り

入
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
芳
年
は
、
殺
し
、
死
の
美

学
の
極
限
を
追
求
し
た
あ
ま
り
、
自
ら
も
錯
乱
に
陥
り
、

狂
死
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
絵
に
は
、
死
を
直
前
に
し
て
狂

う
清
盛
の
姿
と
、
絵
師
・
芳
年
の
錯
乱
す
る
腺
腕
の
世

界
と
が
二
重
映
し
に
、
見
る
者
に
迫
っ
て
く
る
。
人
物

の
表
情
や
姿
態
は
、
従
来
の
型
を
破
っ
て
い
て
リ
ア
ル

で
あ
る
。

ま
た
、
図
の
地
獄
の
亡
者
の
中
に
、
二
年
前
に
四
十

二
歳
で
死
ん
だ
長
子
の
重
盛
の
姿
が
あ
る
。
重
盛
は
清

盛
を
絶
え
ず
諌
め
続
け
て
平
家
の
良
心
と
ま
で
い
わ
れ

た
人
物
。
重
盛
の
死
が
、
清
盛
の
死
期
を
早
め
た
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
信
頼
し
て
い
た
息
子
を
地

獄
の
使
者
と
し
て
描
い
た
と
こ
ろ
に
、
芳
年
の
清
盛
批

判
と
譜
諦
精
神
が
窺
わ
れ
る
。

領
袖
・
清
盛
の
死
は
、
平
家
滅
亡
に
つ
な
が
る
。
い

ま
ま
で
の
源
平
合
戦
は
序
盤
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
い
よ

い
よ
本
格
的
な
源
平
合
戦
が
は
じ
ま
る
。
舞
台
は
神
戸

へ
と
移
る
。

つ
づ
く

S
中
右
瑛
(
な
か
う
‥
み
い
)

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
薗
一
一
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一

九
三
四
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展

に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
質
、
行
動
美

術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
費
、
半
と
ん
現
代
美
術
賞
、

兵
庫
県
文
化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、

行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際
浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。

苦
吾
多
数
。
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音こ自I 」i

音巾

ポ
ー
ル
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
号
で
巡
る

タ
ヒ
チ
①

文
・
写
真

上
川
庄
二
郎

菓
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
卒
。

神
戸
市
に
入
り
、
空
港
対
策
室
長
、

消
防
局
長
を
経
て
定
年
退
職
。

現
在
、
大
阪
産
業
大
学
非
常
勧
請
師
。

とある小島のビーチを散策していると、エメラルドブルーに染まったラグーンに

椰子の葉陰がぽっが)と浮かぶ光景に出会う。 -暖、刻が止まるのを覚える

【
か
ぐ
わ
し
き
大
地
・
タ
ヒ
チ
】

タ
ヒ
チ
の
自
然
と
素
朴
な
島
の
生
活
に
憧
れ
た
ポ
ー

ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
、
こ
の
島
と
こ
の
地
の
女
性
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
「
か
ぐ
わ
し
き
大
地
」

と
呼
ん
だ
と
い

う
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
タ
ヒ
チ
と
い
え
ば

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
う
。
タ

ヒ
チ
の
印
象
は
、
ま
さ
し
く
南
海
の
楽
園
で
あ
り
、
ハ

ネ
ム
ナ
ー
の
憧
れ
の
地
と
い
う
言
葉
に
尽
き
よ
う
。

そ
の
タ
ヒ
チ
に
、
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と
い
う
名

の
ク
ル
ー
ズ
船
が
就
航
し
て
い
て
、
タ
ヒ
チ
の
主
な
島
々

を
一
週
間
で
巡
っ
て
い
る
。

【
タ
ヒ
チ
に
出
現
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
】

タ
ヒ
チ
は
、
南
太
平
洋
地
域
の
中
の
三
つ
の
文
化
圏

-
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
ー
の

う
ち
の
南
半
球
に
属
す
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
中
心
的
存
在

で
あ
る
。
彼
ら
が
独
特
の
文
化
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い

た
と
こ
ろ
へ
、
大
航
海
時
代
の
訪
れ
と
と
も
に
、
十
六

世
紀
に
は
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
が
こ
の
地
に

や
っ
て
き
た
。
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
今
度
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
と

い
っ
た
異
邦
人
が
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
西
洋

人
た
ち
の
来
島
が
、
後
に
西
欧
の
文
明
悪
を
も
た
ら
す

原
因
と
な
っ
た
の
だ
か
ら
根
が
深
い
。
も
と
は
と
言
え

ば
ヽ

ポ
リ
ネ
シ
ア
人
た
ち
は
、
生
ま
れ
つ
き
自
分
た
ち

の
持
ち
合
わ
せ
る
寛
容
さ
で
、
こ
れ
ら
異
邦
人
を
歓
迎

し
も
て
な
し
た
。
特
に
若
い
女
性
の
も
て
な
し
は
、
彼

ら
を
し
て
こ
の
島
々
を
〃
地
上
の
楽
園
〃

と
思
わ
し
め

て
し
ま
っ
た
。
皮
肉
な
島
の
運
命
の
始
ま
り
で
あ
る
。

【
今
は
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
領
土
】

先
ず
は
宣
教
師
が
や
っ
て
き
て
、
彼
ら
の
伝
統
の
信

仰
や
習
慣
を
否
定
し
、
土
着
宗
教
の
神
殿
で
あ
る
マ
ラ
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工
を
次
々
と
破
壊
し
て
い
っ
た
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
人
た

ち
は
、
否
応
な
し
に
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
宗

教
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
島
々
に
は
な
か
っ
た
疫
病
、

つ
ま
り
赤
痢
、
天
然
痘
、
結
核
、
性
病
と
い
っ
た
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
文
明
病
ま
で
持
ち
込
ま
れ
、

島
々
の
人
口
は
激
減
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
海
洋
民
族

に
共
通
し
た
悲
劇
と
い
え
よ
う
。

や
が
て
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々
を
統
一
し
て
築
い
た

ポ
マ
レ
王
朝
も
、
一
八
四
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
圧
力
に

屈
し
保
護
領
と
な
る
条
約
に
調
印
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、

一
八
八
〇
年
に
は
、
遂
に
主
権
を
も
譲
っ
て
し
ま
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
各
地
で
起
こ
っ
た
民
族
自
立
運

動
な
ど
に
影
響
さ
れ
、
独
立
の
道
を
歩
む
運
動
も
起
こ

っ
た
が
、
住
民
投
票
の
結
果
独
立
の
道
を
選
ば
ず
、
フ

ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
領
土

と
な
る
道
を
選
び
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

後
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
で
核

実
験
を
行
う
と
い
う
先
進
文
明
国
の
悪
行
を
行
っ
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
。

【
タ
ヒ
チ
に
魅
せ
ら
れ
た
人
た
ち
】

産
業
革
命
の
進
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
憂
鬱
。
こ
れ

今も海辺に残るマラ工の追跡

に
反
し
、
文
明
と
は
縁

遠
い
原
始
の
島
タ
ヒ
チ
。

こ
れ
に
憧
れ
た
画
家
や

作
家
も
多
い
。
中
で
も
、

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
、
タ
ヒ

チ
に
移
り
住
み
、
若
い

少
女
と
の
愛
欲
生
活
を

通
じ
て
、
多
く
の
作
品

を
描
き
続
け
た
こ
と
で

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
も
ま
た
、
こ
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン

の
タ
ヒ
チ
で
の
生
活
を
捉
え
、
い
く
つ
も
の
短
編
小
説

を
書
い
て
い
る
。

【
現
在
の
タ
ヒ
チ
は
、
真
珠
王
国
】

タ
ヒ
チ
に
行
っ
て
先
ず
第
一
に
驚
い
た
こ
と
は
、
空

港
に
善
く
や
売
店
に
は
黒
真
珠
の
店
が
所
狭
し
と
並
ん

で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
今
や
世
界
の

真
珠
市
場
の
2
5
%
を
占
め
る
ま
で
に
成
長
し
た
真
珠

王
国
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
は
と
い
う
と
、
一
九

九
七
年
ま
で
は
世
界
の
0
0
%
を
占
め
て
い
た
の
が
、

今
で
は
3
0
%
に
も
満
た
な
い
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

タ
ヒ
チ
の
真
珠
は
、
黒
蝶
貝
を
使
い
、
あ
の
き
れ
い

な
ラ
グ
ー
ン
で
養
殖
し
て
い
る
。
そ
の
珠
も
日
本
の
真

珠
と
比
べ
る
と
大
粒
で
見
栄
え
が
よ
く
ヨ
ー
ヨ
ッ
パ
系

の
人
た
ち
に
人
気
が
あ
る
。
次
に
伸
し
て
き
て
い
る
の

が
白
蝶
貝
を
使
っ
て
養
殖
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。

タ
ヒ
チ
と
同
じ
2
5
%
の
シ
ェ
ア
だ
と
い
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
日
本
の
パ
ー
ル
は
、
神
戸
パ
ー

ル
は
一
体
ど
う
な
る
の
了
と
心
配
に
な
っ
て
く
る
が
、

ま
さ
に
そ
の
通
り
。
こ
れ
か
ら
の
神
戸
の
ス
ー
ベ
ニ
ー

ル
に
神
戸
パ
ー
ル
が
再
び
日
の
目
を
見
る
目
が
く
る
の

だ
ろ
う
か
、
心
が
痛
む
。

次
号
は
タ
ヒ
チ
の
観
光
に
つ
い
て
取
り
上
げ
よ
う
。

ラグーンでは真珠の琵殖が行われ

岸近くには水上コテージが立ち並ぶ

表臨雇を÷了

し十二 一喜一一一二二三三三二二〇職工

野二㌦ /

挙手山喜ヰ
一〇‾:ナ

ー . __
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有
為
歳
時
記

歩
い
て
描
い
た
有
馬
風
景
が
絵
は
が
き
に

「
石
田
歩
の
図
画
工
作
展
-
有
馬
の
絵
は
が
き
完
成
諦
念
-
」

「有馬温泉駅」と

石田さんが作った木製電車

で
の
お
土
産
品
の
中
に
絵

は
が
き
が
な
い
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
お
手
本
が
な
く
て
。

僕
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ

て
描
い
た
風
景
が
、
有
馬

の
名
所
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
も
路
地
を
歩
い
て

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際観光旅館

陵楓闇
TEし(078) 904-0675

82

赤
い
ポ
ス
ト
の
あ
る
三
叉
路
、
渇

け
む
り
の
あ
が
る
泉
源
、
古
い
看
板

が
並
ぶ
坂
、
お
寺
…
。
有
馬
温
泉
の

街
を
描
い
た
水
彩
画
が
、
絵
は
が
き

に
な
っ
た
。
作
家
は
、
京
都
在
住
の

画
家
・
石
田
歩
さ
ん
。
九
州
や
京
都
、

中
国
な
ど
を
歩
い
て
描
い
た
絵
の
展

覧
会
を
開
い
て
き
た
石
田
さ
ん
は
、

有
馬
の
旅
館
の
ご
主
人
と
話
し
合
い
、

絵
は
が
き
を
作
る
こ
と
に
。
有
馬
に

は
2
 
0
年
振
り
に
来
た
と
い
う
石
田

さ
ん
、
今
年
8
月
、
暑
い
最
中
に

有
馬
町
内
を
歩
い
て
題
材
を
探
し
た
。

「
勝
手
に
歩
い
て
、
旅
行
者
の
目
で

見
て
お
も
し
ろ
い
風
景
を
描
い
た
」

と
話
す
。
「
有
馬
温
泉
て
、
こ
れ
ま

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
有
馬
ら
し
く
、

味
の
あ
る
風
景
が
画
面
に
写
し
取
ら

れ
た
。

絵
は
が
き
完
成
記
念
展
「
石
田
歩

の
図
画
工
作
展
」
は
、
有
馬
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
ガ
レ
リ
ー
ア
・
レ
テ
ィ
ー

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり味に集う

SuNNY SIDE Up

TENNiS C」UB

TEし(078) 903-1024

瑞窄打点

街両所
TEし(078) 904-0551

石田歩さんと楽しいご家族

や弼泉月光園

鴻塊飽
TEし(078) 903-2255

護符7鴇結露

有馬一望・歴史の名湯

意義

向陽閻
TEし(078) 904-0501(代)

日RL ht庫y//wvw.hyoe.co.jp
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湯を汲みながら有馬の街をウオークラリー

「ありま湯はこびウオークラリー」

に参加しませんか

チェックポイントでクイズに答えながら持場を汲み、ゴールでのお湯の重さやク

イズ結果を競う「ありま湯はこびウオークラリー」が開催される。ご家族で、お友

達同士で、楽しく泉源や史跡を巡りながらのウィークラリーに参加してみては(事

前申込みが必要) 。賞品は特等(書紀)がペア宿泊券、以下、昼食ペア券、松茸

昆布や炭酸煎餅詰め合わせなどが用意されている。

◆ウオークラリー参加案内

田園園平成17年11月13日(日)受付10時-12時

ねね橋たると、わんわんランド駐車場にて受付※小雨決行(荒天時(押止)

田園ヨ100組(1組2-5人までのグループ)

応募多数時は先着順"1 00組未達の場合は当日申込み可能

回国1人につき500円く参加賞付〉応募多数時は先細・100組未達の場合は

田重囲往復ハガキに「代表者の氏名・住所・電話・参加人数」を明記して
左記まで郵送 締め切りは11月4日(金)

暮申込み"問合せ先

〒651 -1 401神戸市北区有馬町790-3有馬温泉観光総合案内所

「湯はこびウオークラリー」宛

うは078-904-0708

有馬での会食・宴会は懐石料理・ステ

ーキが楽しめるいろり亭「撃延」でi!
(昼5000円-、夜800〇円-)

有馬温泉 政府登録国際観光旅館

銀水准別館

時無
TEし(078) 904-3656(代)

83

自然の恵みを

蕩けむりに伝える

政府登録国際観光旅館

古桑園
’mし(078) 904-0731

石田歩さん

ロ
・
デ
・
オ
ー
ロ
」

で
開
か
れ
た
。

石
田
さ
ん
が
作
っ
た
木
製
の
電
車
模

型
等
と
と
も
に
原
画
が
展
示
さ
れ
た
。

「
小
学
校
の
授
業
で
図
画
工
作
と
い

石田歩 有馬温泉

はがき6枚セット630円

う
の
と
同
じ
で
、
僕
は
図
画
だ
け

で
な
く
工
作
し
た
作
品
も
展
示
す

る
ん
で
す
」

と
、
レ
ト
ロ
な
木
製

の
電
車
や
バ
ス
と
、
石
田
さ
ん
の

原
画
が
不
思
議
な
空
間
を
創
り
出

し
て
い
た
。
石
田
さ
ん
の
絵
は
が

き
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
は
じ
め
、

一
部
の
旅
館
な
ど
で
販
売
さ
れ
る

予
定
。

日本の伝統
数寄屋造りの館

静牧山
TEし(078) 904-0701

チェックイン13:00、アウト12:00

ゆっくりとお過ごしいただけます。

雅ただようくつろぎの館

一叫声劫防
TEし(078) 904-0781

会議セミナーからご家族づれまで

有島グランドホテル
TEし(078) 904-018l
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識戻藷韓諺多量
その⑳足立先生も掲げている

「患者の権利事典」

も・電螺璽_」撃

お話/足立優歯科診療所 足立 優

D
∴

さ
て
で
ん
太
も
毎
回
来
て

い
る
ぼ
く
の
診
療
所
に
は
、
こ
ん

な
文
章
が
患
者
さ
ん
に
見
え
る
よ

う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
知
っ

て
い
る
か
な
。

で
ん
太

「
患
者
の
権
利
事
典
」
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
の
̃

D
「

こ
れ
は
、
患
者
さ
ん
が
歯

科
医
療
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、

憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
要
求
す
る
権
利
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院

の
言
葉
で
、
患
者
さ
ん
に
約
束
し

て
い
る
文
章
な
ん
だ
。
実
は
、
大

き
な
総
合
病
院
な
ど
で
は
当
た
り

前
に
掲
げ
て
い
る
も
の
。
こ
れ
ま

で
一
緒
に
勉
強
し
て
き
た
、
自
分

の
治
療
方
法
を
自
分
で
決
め
ら
れ

る

「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
」

や
、
他
の
お
医
者
さ
ん
の
意

見
も
聞
く

「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
」

の
権
利
の
こ
と
な
ど
も
、
き

ち
ん
と
約
束
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

で
ん
太

ぼ
く
は
初
め
て
見
る
「
患

者
の
権
利
章
典
」

な
の
で
、
く
わ

し
く
教
え
て
ほ
し
い
な
。

D
 
r

そ
れ
で
は
、
左
ペ
ー
ジ
の

「
患
者
の
権
利
掌
典
」

を
見
な
が

ら
説
明
し
よ
う
。
ま
ず
1
・
2
は
、

患
者
さ
ん
は
病
気
の
種
類
や
社
会

的
な
地
位
な
ど
に
よ
っ
て
差
別
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
良
質
で
適
切
な

歯
科
医
療
を
受
け
る
当
然
の
権
利

が
あ
り
ま
す
と
い
う
こ
と
。
2
は
、

患
者
さ
ん
が
ど
ん
な
病
気
で
、
治

療
方
法
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
、

ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
り
、

ど
れ
だ
け
の
金
額
が
か
か
る
か
と

い
う
こ
と
を
、
自
分
が
わ
か
り
や

す
い
言
葉
で
、
納
得
す
る
ま
で
説

明
を
受
け
、
必
要
な
情
報
を
も
ら

え
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

で
ん
太

専
門
用
語
ば
か
り
で
は

な
く
、
ぼ
く
た
ち
患
者
の
目
線
で
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え

る
と
い
う
こ
と
だ
ね
。

D
「

そ
し
て
5
は
、
そ
れ
ら
の

わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
受
け
て
納

得
し
た
上
で
、
治
療
方
法
な
ど
を

自
分
の
意
思
で
選
ぶ
権
利
が
あ
る

と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
6
は
、
患

者
さ
ん
が
自
分
が
受
け
て
い
る
治

療
方
法
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、

カ
ル
テ
な
ど
の
診
療
記
録
の
開
示

を
求
め
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

で
ん
太

ぼ
く
た
ち
は
そ
ん
な
に

大
切
な
も
の
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
。
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患者の権利事典

患者さんには、歯科医療を受けるに当たって、

憲法が保障する基本的人権の尊重を要求する権利があります。

また、歯科医療は患者さんと歯科医療提供者が

お互いの信頼の上で協働して取り組むできものでもあります。

私達は、歯科医療の中でこれらの事を実現することが

何よりも大切と考え、ここに患者の権利事典を制定します。

1、良質で安全な歯科医療を公平に受ける権利があります。
2、誰もが一人の人間として、その人格、価値観などを尊重され、歯科
医療提供者との相互の協力関係の下で歯科医療を受ける権利が
あります。

3、病気とその診断、治療、見通し、必要な費用などについて、理解し

やすい言葉や方法で、納得できるまで十分な説明と情報を受ける
権利があります。

4、自分が受けている診断や治療について、他の医師の意見を求める
権利があります。

5、十分な説明と情報提供を受けたうえで、治療方法などを自らの
意思で選択する権利があります。

6、自分が受けている医療を知る為に、診療記録の開示を求める権利
があります。

7、診療中に得られた個人の情報が厳密に保護され、また自分のプラ
イバシーが他人にさらされず、乱されない権利があります。

足立 僅歯科診療所

神戸市東灘区岡本1 ・3 ・ 33

TELO78.411 ・0024 FAXO78.411 ・0056

mai l,adachi@kba,att.ne,jp

http:〃ado, Pr-business, nel:

※これからは患者の権利を守る予防歯科医療が
主流となります。情報をお知りになりたい方は、
D「.足立までお問い合わせ下さい。

圏圏薗

)
′
A
個
脳

D
 
r

も
ち
ろ
ん
当
然
の
権
利
な

ん
だ
よ
。
医
者
は
患
者
さ
ん
か
ら

の
希
望
が
あ
れ
ば
、
治
療
に
さ
し

つ
か
え
な
い
限
り
、
き
ち
ん
と
し

た
手
続
き
を
経
て
診
療
記
録
を
お

見
せ
し
な
い
と
い
け
な
い
。
最
後

に
7
は
、
患
者
さ
ん
の
情
報
が
し

っ
か
り
保
護
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
約
束
し
て

い
る
ん
だ
。
こ
の

「
患
者
の
権
利

章
典
」
を
、
診
療
所
に
掲
げ
る
こ

と
で
、
ぼ
く
た
ち
医
者
と
、
患
者

さ
ん
が
お
互
い
に
信
頼
し
て
治
療

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
今
、

こ
の

「
権
利
掌
典
」
を
き
ち
ん
と

掲
げ
て
、
患
者
さ
ん
に
約
束
し
よ

う
と
、
他
の
歯
医
者
さ
ん
に
も
働

き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
。

喜
定
立

優
(
あ
だ
ち

ま
さ
る
)

1
9
6
0
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学

卒
。
1
9
8
8
年
米
国
留
学
後
、
神
戸

市
東
灘
区
に
足
立
優
歯
科
診
療
所
開
設
。

行
動
医
学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己

決
定
に
基
づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯

科
医
療
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
こ
の
概

念
に
も
と
づ
く
医
療
シ
ス
テ
ム
の
普
及

の
た
め
に

「
N
P
O
法
人
・
明
日
の
歯

科
医
療
を
創
る
会

P
O
S
」
を
設
立

し
、
社
会
に
対
し
て
歯
科
医
療
情
報
の

公
開
と
、
よ
り
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め

る
患
者
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
明
日
の
歯
科
医
療
を
創
る
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

三
言
‥
ミ
ミ
ミ
ミ
"
a
S
u
⊃
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S
≡
k
a
"
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